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論 文 内 容 の 要 旨 
 第一部は、奈良時代を代表する文人 石上乙麻呂の詩（『懐風藻』）における「南裔ノ怨」・「北征ノ
詩」(｢贈掾公之遷任入京｣)、「舊識」(｢贈舊識｣)・「麗人」(｢秋夜閨情｣)、「銜悲」(その伝に｢銜悲藻両
巻｣の編があったむねが伝わる)などの言葉の追究を試み、それらには、中華の詩の十分な咀嚼ととも
に倭歌の制作にも堪能であるがゆえの日本的表現の共存を見極めようとしている。 
第二部は、正倉院文書(続修 32)「造仏所作物帳」に楽書された「七夕詩二首」(断簡⑤(1)裏)とそ
の「序」(断簡⑥裏・⑤(1)裏)についての注解と考察である。当該の詩序には、初唐 王勃の詩序など、
当時好尚の詞句・表現を踏まえながら、いくぶん無理な字句の使用があることにも留意して、本格的
な詩序というにはなお未熟であり、そこに当時の下級知識人の実態を読み取ろうとするもので、『懐
風藻』所収の詩文が形成される基盤の様相を照らし出している。また、｢七夕詩二首｣についても、典
拠としようとする中華の七夕詩の咀嚼が十分ではない面を指摘しつつ、それでもなお、｢二首｣を並べ
るにあたっては、地上から眺めての感慨と織女の心情の忖度という二つの趣向で詠み分けていると見
て、｢詩｣の制作においては、相応の工夫が読み取れるとする見解を提示しており、興味深い。 
第三部は、天平宝字二(758)年の秋、渤海からの使節の一人｢楊泰師｣の日本滞在中の作品｢夜聽擣衣
詩｣の考察（『経国集』巻十三）。押韻・平仄では、奈良・平安初期の詩には見られない、本場中国に
倣う面が指摘できるとする一方で、不完全な点があることにも言及する。さらに、その詩句の注解や
表現の考察を通して、中華の詩に倣う表現と外れる表現とが混在することに注目して、外国の文学表
現を自国の言語や表現として捉え直そうとする際の達成と齟齬の実態をも読み取っており、大唐帝国
周辺の諸国の間で中華の詩が愛好され続けたという文学伝統を考察する方向性を示唆している。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
第一部は、日本漢詩における非中華的表現を｢和習(和臭)｣と称して、一段低く評価する従前の見方
に対して、日本独自の表現を模索しようとするところに生じた必然の工夫であったと捉えようとして
いる点が注目される。『懐風藻』に収められる、天智朝(七世紀中葉)より孝謙朝の天平勝宝三(751)年
にいたるおよそ百年間、六十余人の手になる百二十余篇のうち、論者が石上乙麻呂(天平末期)の作品
を考察の対象とするのは正しい選択と認められるものの、今後、総体としての『懐風藻』の表現を問
うことが、奈良時代漢詩文の文学史上の意義についての展望を可能にするものと期待される。 
第二部は、これまで本格的な注釈のない作品に初めて注解を試みたことが評価される。ただし、こ
の七夕をめぐる｢序｣と｢詩二首｣については、なお解明を待つところも少なくない。｢序｣に｢各成二韻｣
(おのおの二韻を成せ)とあるのに、それに続けて記される｢詩二首｣は、四韻八句の詩、二韻四句の詩
というかたちになっており、この｢序｣と｢詩二首｣との関係をどのように捉えるべきか、さらに考察の
必要がある。「詩二首」の本文も難解で、あるいは、本文に問題があることも考慮される。 
 第三部は、日本における漢詩文がどのようにこの国の表現として定着したのか、その究明が主とし
て和歌との照合を通して精力的に行なわれている学界の現状に対して、その視座を東アジアにまで拡
大し、大唐帝国周辺諸国における漢詩文の定位という、普遍の問題として論ずるべき局面と、それぞ
れ固有の言語のゆえに独自の変容を遂げてゆくと捉えるべき局面と、その両面に配慮することをもっ
て比較文学的研究の新しい可能性が拓かれる、そのための一石を投じようとしたものと理解したい。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。 
